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阪田知樹さん応援レポート

阪田知樹ピアノ・リサイタル
2016年３月４日（金） ヤマハホール

未来を見据えた新しい響きのホールで

ヤマハ銀座ビルにあるヤマハホール。

ヤマハビルの６Ｆ～９Ｆに設置されており、奥行き
よりも高さを特徴としたホール形状と音響による、
響きの良さで知られる。

斜め格子状のウッドタイルが敷き詰められた側
壁が独特のシックな趣をかたちづくる。なるべく
柔らかな音を返すよう、工夫されたものだそう。
様々な工夫により、アコースティック楽器に最適
で、しかも『ヤマハホールにしかない最上級の響
き』を備えるコンサートホールが実現されている。

本日は、阪田さんのソロ・リサイタル。

コンサート・フライヤーには、「・・・国際的にも活躍
している彼の音楽を存分に堪能できる絶好の機
会。さらなる飛躍が期待されている阪田知樹の世
界観を研ぎ澄まされた香り高い響きが魅力のヤ
マハホールでお楽しみください！」との紹介文。

ヤマハホール外観

ヤマハ社ホームページより転載

本日のプログラムも難曲揃い。リストのソナタを
中心に、最高難度ともいえるゴドフスキ、今年没
後20年を迎える武満徹等、バラエティに富んだ
プログラムが予定されている。

開演前の客席では、プログラムを見て、「うわ、
ハードな曲ばかり。しかもメンタルもハード」と、
驚きをもって語り合う音大生と思われるグループ
の姿も。

ヤマハホールホワイエから見下ろす開演前のホワイエ
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テーマは「人生の闘争」。奏でられる世界観

ハードなプログラムののち、アンコールに応えて
弾いてくれたのは、なんとリストの「ラ･カンパネ
ラ」。客席もおぉーと小さくざわめく。テンポも軽や
かに、美しい鐘の音が響きわたった。
ふたたび鳴りやまぬ拍手にアンコール２曲目、

ラフマニノフ「楽興の時より第２番」。いや、もう聴
衆のみなさん、大満足だったことであろう。

阪田さんが「人生の闘争」と銘打った本日のプロ
グラム、難曲を揃えた圧巻の演奏はまさに「闘
争」。聴きごたえ十分、たっぷり感あふれる演奏
会であった。

演奏会が始まる。

１曲目、モーツァルトの幻想曲から。クリアな音
色と音のつなぎも美しく。
続いてシューマンのピアノソナタ第1番。抒情的

に、繊細に柔らかく。明晰かつ自在な表現による
阪田さんの世界に引き込まれる。

休憩を挟んだ後は武満徹作品の「閉じた目～瀧

口修造の追憶に～」。こちらもまた、妖しげに独
特の旋律。

４曲目はリストのピアノ・ソナタ。力強さと柔らか
さ、迫力満点でありながら滑らかに。先日のテレ
ビ出演の際、「・・彼は手が３本あるかのように弾
く」と紹介されていたが、本当に３手、４手による
演奏であるかのような大迫力。
最後の曲はJ.シュトラウス2世の「芸術家の生涯
による交響的変容」（ゴドフスキー編曲）。テク

ニック的にも体力的にもこれでもか！といわんば
かりの、なんとも難しそうな曲。こちらもまた、手
が何本もあるかのよう。超絶技巧もふんだんに、
客席のみなさんも思わず前のめり。

聴きごたえ十分の演奏が終了し、大きな拍手が
鳴りやまずに続く。

阪田さん演奏写真はすべて
©Ayumi Kakamu

ヤマハ社ホームーページより転載
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偉大な作曲家にインスパイアされる日々
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜演奏会概要＞
◆出演
阪田知樹（ピアノ）

◆プログラム
W.A.モーツァルト／幻想曲ハ短調
KV396(385f)
R.シューマン／ピアノ・ソナタ第1番嬰へ短調
Op.11
武満徹／閉じた眼－瀧口修造の追憶に－
F.リスト／ピアノ・ソナタロ短調 S.178 R.21
J.シュトラウス2世(L.ゴドフスキ編曲)／「芸術
家の生涯」による交響的変容

アンコール曲：
F.リスト／ラ・カンパネラ
S.ラフマニノフ／楽興の時より第２番変ホ短調

◆ピアノ
ヤマハコンサートグランドピアノ「ＣＦＸ」

終演後のホワイエでは、ＣＤサイン会。たくさんの
ファンの方々が列に並ぶ。
「いや～、すごかったですね・・・」
「あんなふうに弾けるなんて～・・・」
「大満足です」と称賛の声があちらこちらで。

終演後、インタビューを受ける阪田さんに同席させ
てもらった；

－本日のプログラム。メインディッシュがいっぱいの
ようなすごいプログラムでしたね；

「・・・無秩序にみえるかもしれませんが、筋がありま
す。今回のコンセプトは『人生に対する荒波にどう立
ち向かうか』でした」

「たとえば本日の１曲目、モーツァルトの幻想曲は古
典派のものとはやや異なり、個性のあるところが一
種の挑戦、時代に対するある種の反抗のように感じ
られ、テーマにそくすと思って選びました」

「２曲目のシューマンのソナタは通常のソナタの構成
を敢えて断ち切っているという点で型破りな曲です。
斬新というか、自分はこうだという意思を感じます。
そしてそこに人生の葛藤や苦しみ、なにかえぐられ
るような感情表現が感じられます」

「ラストの曲、ゴドフスキは、ワルツ調で原曲は華や
かな曲なのですが、編曲によって、ちょっと違う要素、
アンニュイな要素が加わり、ニヒルな感じがする曲
です。ゴドフスキは自身の人生を『不幸な人生で
あった』と語っており、コンプレックスが投影されてい
るように感じたので選びました」

－ラストの曲は、めったに演奏されることのない曲で
すよね。この曲を目当てに聴きにいらしているマニ
アの方もいらっしゃいましたね；

「・・・難しい曲とは何かという命題はあるのですが、
難しいといわれる曲に挑戦してみたいと選びました」

－ご自身も作曲や編曲をされますね；

ゴドフスキの編曲には創作意欲を感じさせられます。
自分を出すというか、とてもインスパイアされます。
自分もスタイルを変えて書いてみようかなという気に
なります。

「・・・本日のリサイタルに際しては、今年度を
締め括るにふさわしいものとなるよう、気を
引き締めて取り組みました。

演目は特別な思いのある作品ばかり。ほと
んどが初めて舞台で演奏するものでした。大
曲揃いでしたので、準備にも思った以上に気
合が入り、時には作品に没入し過ぎてしまい、
空回りする時期も訪れました。しかしながら、
苦労の末、確かな感触をつかむことが出来、
こうして本番を迎えることができました。これ
らの曲群は今後更に深めていきたいと思っ
ています」

阪田さん素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

財団奨学生OB西村さんもご来場
（写真右下右の方です）
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【コンサート・フライヤー（表）】



5

【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（１ページ）】
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【コンサート・プログラム（２ページ）】
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【コンサート・プログラム（裏表紙）】


